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研究成果の概要（和文）：脳血管障害患者家族へのアンケート調査の結果，転院先でも専門的口

腔ケアが容易に受けられるシステム構築と口腔ケア認知のボトムアップの必要性が示された。

専門的口腔ケア介入の効果を検証した結果，介入群で口臭の改善，2 種の歯周病原細菌の構成

比率の減少に関し，有意な変化が認められた。観察期間中の介入群の発熱日数と介入後の F. 

nucleatum 菌数・構成比率との関連性も認められた。以上より，専門的口腔ケアは患者の QOL

向上に寄与できることが示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）：As a result of the questionnaire to the family of cerebrovascular 

disorder patient, it is needed the establishment of the systems which the patient can 

receive easily professional oral health care (POHC) after transferred to another hospital 

and the bottom-up of POHC cognition. As a result of POHC intervention, a significant 

difference was observed regarding the improvement of oral malodor, and reduction of the 

percentage of two kinds of periodontopathogenic bacteria in the intervention group. 
Significant relationship between the number of days with fever and the number of F. 
nucleatum / its percentage after intervention was showed during the observation period. 
These results suggest that POHC can be contributed to the improvement in their QOL. 
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１．研究開始当初の背景 

近年，脳血管障害患者への診療は大きな進
歩をとげ，診療に精通した医療従事者による
積極的治療や質の高い看護・リハビリなどの
チーム医療により，死亡率の減少だけでなく，
直接自宅へ退院する可能性を高め，また発症

５年後の自宅生活者の比率を上昇させるな
ど，本人の ADL や QOL を改善する効果が報
告されている。急性期脳血管障害患者では，
意識障害，挿管による呼吸管理，絶食・食事
制限に伴う口腔内の自浄能力の低下や薬物
療法などにより口腔内環境は急激に悪化す
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ると考えられ，また，口腔は消化器・呼吸器
の入り口であるとともにその組織は比較的
血流が盛んで，口腔微生物による感染により，
菌血症などを発症しやすい。我々は徳島大学
病院 Stroke Care Unit（SCU）においても急性
期治療期間中の口腔微生物に起因した感染
による続発症を予防し，在院日数の短縮を期
待され，脳卒中患者を含めた在室中の患者に
対する専門的口腔ケアを実施している。 

本人の ADL や QOL 改善のためにも専門的
口腔ケアは，急性期病院から第２次医療圏に
存在する回復期病院へ受け継がれ，在宅や社
会福祉施設でも継続される必要があると考
えられる。急性期病院から退院して在宅へ戻
ることが可能な患者は比較的病状も軽度で，
かかりつけ歯科医師との連携は比較的行い
易い。しかし，回復期病院において歯科医療
従事者が在職している場合は極めて少なく，
病院と地域歯科医療機関との連携は希薄で，
専門的口腔ケアの継続は全国的にもあまり
実施されていない現状にある。 

 

２．研究の目的 

(1) 脳血管障害患者の地域への生活復帰過程
において，急性期病院から回復期病院，在宅
（福祉施設）へと地域連携を強化して継続的
に実施する専門的口腔ケアを推進するため，
アンケート調査により口腔ケアに対する患
者家族の理解度や要望などを明らかにする。 

 

(2) 研究対象病院および地域歯科医療機関の
協力により，口腔ケアを実施されていない対
照群と比較して，どのような効果が認められ
るかを検証し，専門的口腔ケア継続システム
の効果に関するエビデンスの１つとする。 

 

３．研究の方法 

(1) アンケート調査： 

急性期病院（徳島大学病院）入院中の脳血管
障害患者のうち，本人または家族に対し説明
の上，文書にて同意の得られた 51 名に対し
て実施した。アンケートは面接調査あるいは
質問紙調査で行い，口腔ケアに対する認知度
等を多項選択形式で，入院中や転退院後の口
腔ケアに関する要望を自由回答形式で質問
した。 

 

(2)専門的口腔ケア継続システムの効果検証： 

協力の得られた回復期病院へ転院・入院中の
脳血管障害患者のうち，本人または家族に対
し説明の上，文書にて同意の得られた者 39

名を対象とした。このうち，徳島大学病院か
らの連携パスにて口腔ケアを継続すること
となった者は 6 名であった。観察期間中の転
院・拒否等により最終的な対象者は 24 名で，
男性 12 名，女性 12 名，平均年齢 81.2 歳±12.1

歳である。 

口腔ケア介入群（12 名）へは，歯科医療従
事者が 1～2 週間に１回，回復期病棟で専門
的口腔ケアを実施した。内容は，スポンジブ
ラシ等による粘膜ケア，歯ブラシ・歯間ブラ
シによる歯の清掃，保湿剤の塗布である。日
常の口腔ケアでは，担当看護師・言語聴覚士
との協働のもとで，口腔ケア実施記録票を活
用し実施した。口腔状態の評価では介入初診
時と約 3 ヶ月間の口腔ケア介入後に口腔アセ
スメント（口腔内の汚れ,口臭，口腔乾燥度等）
を実施し，介入期間の発熱日数を記録した。 

細菌学的検査では，上記２つの時点におい
て，口腔ケア前に，残存歯，硬口蓋および左
右頬粘膜全体を湿潤綿棒にてスワブし，蒸留
水中 10ml に懸濁して採取検体とした。分析
検 体 中 の 総 菌 数 ， 歯 周 病 原 細 菌 

(Porphyromonas gingivalis, Prevotella 

intermedia, Fusobacterium nucleatum, 

Campylobacter rectus) 数をリアルタイム PCR

の手法により測定した。口腔ケア非介入群
（12 名）についても同様に口腔アセスメント，
発熱日数の記録および細菌学的検査を実施
し，介入群と比較した。 

統計学的解析は IBM SPSS Statistics20 また
は統計ソフト Statcel 2 を用いて行った。尚，
本研究の実施に先立ち，研究内容について徳
島大学病院倫理審査委員会の承認を得た（承
認番号 1688）。 

 

４．研究成果 

(1) 口腔ケアに対する患者家族の理解度・要
望： 

アンケート結果から，対象者 51 名中 37 名
（72.5%）が転院退院後に専門的口腔ケアを
「希望する」と回答した。口腔ケア希望群で
は，一般的な効用として「むし歯・歯周病の
予防」と「口臭防止」が最も多く認知されて
いた（図 1）。入院中の専門的口腔ケアに期待
する効果としては「咀嚼・嚥下機能の維持・
回復」や「呼吸器感染（誤嚥性肺炎）の予防」
が多く，「栄養状態の改善」や「会話発音の
維持・回復」などは，一般的効用としては回
答率が低かったものの，入院中や転院退院後
に期待する効果としての回答率が 1.4～1.6 倍
多く認められた（図 1）。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

図１ 口腔ケアの一般的な効用，現時点で期
待する効果，転院退院後に期待する効果 

 

「転院退院後専門的口腔ケアを希望しな
い・どちらとも言えない」群では，専門的口
腔ケアを十分認知していないのではないか
と考えられた。そこで，提示した 9 項目のう
ち，3 項目以上認知していた群と 2 項目以下
の群に分けて χ2検定を行った。図2のように，
両方の場合とも，3 項目以上群では「専門的
口腔ケアを希望する」人の割合が有意に高か
った（p<0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図 2 一般的効用として選択した項目数（左） 

と入院中に期待する効果の項目数（右） 

 

 

転院退院後の専門的口腔ケア希望群（37 名）
と希望しない/どちらとも言えない群（14 名）
の 2 群に分け，その他の質問項目との関連性
について χ2 検定を行った結果，「専門的口腔
ケアに対する不安の有無」との間に有意な関
連性を認めた（p<0.05）。「不安」があると答
えた人の実人数は 6 名で，内訳（重複回答あ
り）は「身体的負担」5 名，「精神的負担」1

名，「経済的負担」3 名であった。その他，入
院中や転院退院後の口腔ケアに対する要望
としては，「病院が変わっても継続的にケア
を受けられるようにして欲しい」という声も
多く，「入れ歯を使えるようにして欲しい」
など，歯科専門職に対する期待もうかがえた。 

本調査において，脳血管障害患者が転院先で
も専門的口腔ケアを引き続き受けられるよ
うに，シームレスな専門的口腔ケア継続シス
テムを構築することが，患者家族からも求め
られていることが確認できた。一方，患者家
族を含めた一般住民の専門的口腔ケアに対
する理解や認知度の低さが，病院での専門的
口腔ケアが推進されない要因になっている
のではないかという可能性も考えられ，今後
は医療現場のみならず，地域での啓発活動に
おいても口腔ケア認知のボトムアップに取
り組んでいく必要性が示唆された。 

 

(2)専門的口腔ケア介入効果： 

口腔アセスメント項目を分析した結果を図 3

に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 介入後の口腔アセスメント項目の変化 

 

上記項目において，「乾燥」を除く他の項目
では，介入前後の比較において，状態の改善
または変化無しであった。 

 

これらの項目のうち，「口臭」では，対象者
12 名は図 4 の示す変化を示し，ウィルコクソ
ン符号付順位和検定により，介入後の口臭の
改善が確認された（p<0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4 介入後の 12 名の口臭の状態の変化 

 

 

一方，介入群および非介入群での総菌数の減
少者数および歯周病原細菌比率の減少者数
を調べ，χ2 検定により分析した。その結果，
2 群間で総菌数の変化に差は認められなかっ
たが，表１に示すように P. intermedia および
F. nucleatum の構成比率に関し，介入群で有意
に減少した（p<0.05）。 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 専門的口腔ケア介入による歯周病原細
菌への影響（初診時 0.1%以上検出者を対象） 

 

 



 

 

観察期間中の発熱有りの者は介入群 8 名，非
介入群 10 名で有意差は認められなかった。
しかし，スピアマンの順位相関係数検定によ
り，介入群の発熱日数と介入後の F. nucleatum

菌数および同菌構成比率との正の相関を認
めた（p<0.05）。また，介入群のうち，連携歯
科医師による歯科治療を受けた 3 名は，P. 

intermediaおよびF. nucleatumの構成比率が減
少していた。 

以上の結果から，歯ブラシ・歯間ブラシに
よる歯の清掃，粘膜ケア，保湿状態の維持を
基本とした専門的口腔ケア介入の効果とし
て，口腔内総菌数の減少が期待できなくても，
誤嚥性肺炎の原因との関連性が報告されて
いる P. intermedia および F. nucleatum などの
歯周病原細菌の構成比率を低下させ，発熱日
数を軽減させること，また，口臭産生抑制の
効果も期待できるこが示唆された。 
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